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CSレター
コミュニティ・スクールからこんにちは

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
部
屋

コミュニティ・スクールディレクターの工藤です。
12月14日八峰中学校の生徒会長選挙立会演説会
を取材。立候補者４人の演説は素晴らしかった！

その志に拍手！

コミュニティ・スクールの「熟議」 峰小の田植え手伝いのJA青年部 八小のサツマイモ苗植え手伝いの女性グループ

　八峰町が『コミュニティ・スクール』に取り組ん
で５年目。言葉自体はだいぶ浸透してきたようです
が、「だいたい英語だし、よくわからない」という方
もいるので、今少しＰＲをさせてください。
　『コミュニティ・スクール』とは、『地域と学校が
一緒になって子どもたちの教育を担っていく』とい
う考え方です。そのために学校運営協議会を設け、
地域の代表、保護者、学校長等が、年に数回集まり、
地域と学校の協働の在り方や、地域の将来について
の議論を行い、学校運営に反映させていきます。
　「コミュニティ・スクールはこうあるべき」という
答えはないので、学校運営協議会で意見を積み重ね
て将来像を描いていくことになります。また、コミ
ュニティ・スクールだけで地域の未来を創ることは

できないので、地域の大人と子どもたちが交流し、
お互い『ふるさと愛』を持って地域づくりに取り組
むことが第1歩だと考えています。
　八峰町の小・中学校の場合は、地域と連携して行
っている活動が多く、取材に行くたびに、「これ、ま
さにコミュニティ・スクール！」と実感しています。
都会ではなかなかできないことですよ。なお、海外
では、授業が地域にオープンだったり、学校が公民
館のように利用されていたり、地域の人たちの学び
舎があったりと、日本では考えられないような事例
がたくさんあるようです。
　当会長は、「子どもたちのためにできることは何
か、考える会でありたい」と常々言っているので、
アイデア等がありましたらぜひお寄せください。

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
昨
年
は
皆
さ
ん
の
お
世
話
に

な
り
、
お
か
げ
さ
ま
で
充
実
し
た
１

年
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
新
し
い
１
年
も
八
峰
町
で
さ
ら

に
楽
し
く
幸
せ
に
過
ご
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
思
い
通
り

の
活
動
が
で
き
ず
悔
し
い
思
い
も
し

ま
し
た
が
、
今
年
は
イ
ベ
ン
ト
等
が

無
事
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
、
八
峰
町
を
ガ
ン
ガ
ン
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
こ
う
と
新
年
早
々
気
合
い
が

入
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ま
ず
は
２
０
２
２
年
第

一
弾
と
し
て
、
１
月
22
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
移
住
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
！

こ
れ
は
八
峰
町
が
ど
ん
な
ま
ち
な
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
オ
ン
ラ
イ

ン
生
配
信
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
は
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
現
役
と
Ｏ
Ｂ
が

集
ま
り
、
八
峰
町
に
つ
い
て
ぶ
っ
ち

ゃ
け
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
る
予
定
で

す
。
ま
た
、
ゲ
ス
ト
に
ク
ド
ウ
ナ
オ

ヤ
さ
ん
（
シ
ル
バ
ー
テ
ツ
ヤ
さ
ん
の

お
孫
さ
ん
で
、
東
京
在
住
の
Ｃ
Ｍ
プ

ラ
ン
ナ
ー
・
広
告
ク
リ
エ
イ
タ
ー
）

を
お
迎
え
し
ま
す
！
移
住
者
向
け
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
す
が
、
地
元

の
方
に
も
ぜ
ひ
視
聴
し
て
い
た
だ
き
、

地
元
の
よ
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
気
に

な
る
方
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
詳
し
い

内
容
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
視

聴
申
込
み
も
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
可
能

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
次
に
、
私
の
個
人
活
動
の
ご
報
告

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
昨
年
行

わ
れ
た
韓
国
全
羅
北
道
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
主
催
の
『
日
韓
Ｓ
Ｎ
Ｓ
写
真

コ
ン
テ
ス
ト
』
に
応
募
し
た
と
こ
ろ
、

キ
キ
ョ
ウ
の
花
を
撮
影
し
た
写
真
で

５
位
に
入
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
約
３
０
０
作
品
の
中
か
ら
上
位

に
選
ば
れ
た
そ
う
で
、
様
々
な
都
市

の
方
に
八
峰
町
の
良
さ
や
生
薬
栽
培

に
つ
い
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
今

回
の
入
賞
で
「
選
ば
れ
た
っ
て
こ
と

は
、
や
っ
ぱ
り
八
峰
町
っ
て
い
い
と

こ
ろ
な
ん
だ
な
」
と
改
め
て
実
感
し
、

自
分
の
ま
ち
に
対
す
る
肯
定
感
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
と
い
う
こ
と
で
、
２
０
２
２
年
も

元
気
い
っ
ぱ
い
！
前
向
き
に
！
の
び

の
び
と
！
私
ら
し
く
！
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
！
活
動
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

第55回

入
賞
し
た
キ
キ
ョ
ウ
の

写
真
←

移
住
ツ
ア
ー

詳
細
は

こ
ち
ら
か
ら
→
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茉
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二
女
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大
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佑
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夫
（
84
）カ
ッ
チ
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台

畠
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多
美
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（
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山
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鉄
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（
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（
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ミ
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八
　
田
　
忠
　
雄
（
88
）
八
森
１

笠
　
𠩤
　
多
嘉
子
（
95
）カ
ッ
チ
キ
台

水
　
木
　
清
　
美
（
78
）
大
　
沢

八
峰
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

﹇
香
典
返
し
に
か
え
て
﹈

山
　
内
　
　
幹
　
子
　（
立
　
石
）

　
　
　
　
　
　
亡
　
夫
　
勇
　
吉

鈴
　
木
　
　
光
　
宏
　（
大
槻
野
）

　
　
　
　
亡
　
弟
　
佐
々
木
法
明

大
　
高
　
　
孝
　
平
　（
田
　
中
）

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
　
孝
　
雄

畠
　
山
　
　
亮
　
子
　（
横
　
内
）

　
　
　
　
　
　
亡
　
母
　
多
美
子

成
　
田
　
　
哲
　
也
　（
八
森
３
）

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
　
鉄
　
美

芹
　
田
　
　
岩
　
夫
　（
岩
　
子
）

　
　
　
　
　
　
亡
　
妻
　
ヤ
　
ス

山
　
内
　
　
　
章
　
　（
水
　
沢
）

　
　
　
　
　
　
亡
　
父
　
鉄
　
雄

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。

人
の
動
き

〒018-2621 秋田県山本郡八峰町八森字茶の沢141－7
TEL・FAX 0185－74－5678

首、肩、腰、膝などの痛み、産後の骨盤矯正、児童の側弯症、
他、あなたの気になるその痛み何でもお気軽にご相談下さい。
歩けない方、車の無い方、出張承ります。

　
令
和
３
年
11
月
２
日
、
一
般
社
団
法
人
全
国
燃
料
協
会
（
事
務
所

：
東
京
都
中
央
区
）
会
長
稲
葉
薫
様
か
ら
50
万
円
の
ご
寄
附
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
同
協
会
か
ら
は
「
ど
ん
ぐ
り
の
木
の
広
葉
樹
を
主
と
す
る
薪
炭
の

団
体
と
し
て
、
広
葉
樹
白
神
の
森
林
の
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
八
峰
町
さ
ん
の
益
々
ご
興
隆
を
祈
念
申
し
上
げ
、
大
変
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
応
援
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
寄
附
に
つ
い
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
大
切
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お 

く 

や 

み

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
敬
称
略
）

（敬称略）
12月

■
人
口 

６
，６
９
３
人
（
12
人
減
）

　
●
男 

３
，１
５
２
人
（
７
人
減
）

　
●
女 

３
，５
４
１
人
（
５
人
減
）

■
異
動
内
訳

　
●
出
生 

２
人

　
●
死
亡 

11
人

　
●
転
入 

４
人

　
●
転
出 

７
人

■
世
帯
数

 

３
，０
２
７
世
帯
（
３
世
帯
減
）

（
　 

）
の
数
字
は
前
月
と
の
比
較
。

　
こ
の
数
字
は
住
民
基
本
台
帳
に
基

づ
い
て
い
ま
す
。（
外
国
人
を
含
む
）

（
12
月
31
日
現
在
）

こ
ん
に
ち
は 

赤
ち
ゃ
ん

一
般
社
団
法
人
全
国
燃
料
協
会
様
か
ら

　
　企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
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